
－ ⅰ －

北

朝

仏

教

に

お

け

る

『

往

生

論

註

』

の

思

想

構

造

の

研

究

（

要

旨

）

田

中

無

量

〈

目

次

〉

凡

例

二

頁

序

論

三

頁

一

研

究

の

目

的

五

頁

二

『

往

生

論

註

』

と

そ

の

研

究

史

六

頁

三

従

来

の

『

往

生

論

註

』

研

究

の

問

題

点

一

六

頁

四

研

究

方

法

の

提

示

二

六

頁

本

論

三

九

頁

第

一

章

鳩

摩

羅

什

・

僧

肇

か

ら

の

中

観

仏

教

思

想

の

展

開

四

一

頁

第

一

節

中

観

思

想

の

展

開

に

み

る

約

理

と

約

教

の

二

諦

四

一

頁



－ ⅱ －

第

一

項

は

じ

め

に

四

一

頁

第

二

項

約

理

と

約

教

の

二

諦

説

四

五

頁

第

二

節

「

四

論

」

な

ら

び

に

『

涅

槃

経

』

に

お

け

る

二

諦

説

五

三

頁

第

一

項

龍

樹

『

中

論

』

の

二

諦

説

五

三

頁

第

二

項

『

大

智

度

論

』

所

説

の

二

諦

説

五

九

頁

第

三

項

『

十

二

門

論

』

の

二

諦

説

六

五

頁

第

四

項

『

涅

槃

経

』
「

聖

行

品

」

に

お

け

る

二

諦

説

六

六

頁

第

五

項

小

結

六

八

頁

第

三

節

鳩

摩

羅

什

と

羅

什

門

下

に

お

け

る

二

諦

説

六

九

頁

第

一

項

鳩

摩

羅

什

の

中

観

思

想

に

み

る

離

辺

中

観

説

六

九

頁

第

二

項

曇

叡

の

二

諦

説

七

四

頁

第

三

項

僧

肇

の

二

諦

説

七

九

頁

第

四

項

道

生

に

お

け

る

二

諦

説

と

法

身

・

浄

土

論

九

二

頁

第

五

項

小

結

九

九

頁

第

四

節

南

北

朝

仏

教

に

お

け

る

二

諦

説

一

〇

〇

頁



－ ⅲ －

第

一

項

南

北

朝

仏

教

に

お

け

る

「

二

諦

相

即

」

の

意

義

一

〇

〇

頁

第

二

項

北

朝

仏

教

の

二

諦

説

一

〇

三

頁

第

三

項

南

朝

（

梁

代

）

仏

教

に

お

け

る

二

諦

説

一

〇

六

頁

第

五

節

僧

肇

に

お

け

る

浄

土

思

想

の

構

造

一

一

〇

頁

第

一

項

鳩

摩

羅

什

の

法

身

説

と

浄

土

観

一

一

〇

頁

第

二

項

僧

肇

の

般

若

思

想

一

一

六

頁

第

三

項

僧

肇

の

法

身

説

と

浄

土

思

想

の

構

造

一

二

四

頁

第

四

項

小

結

一

三

一

頁

第

一

章

の

結

論

一

三

二

頁

第

二

章

僧

肇

の

般

若

学

か

ら

み

る

『

往

生

論

註

』

の

仏

・

菩

薩

の

思

想

構

造

一

五

七

頁

第

一

節

『

往

生

論

註

』

の

構

成

に

み

る

「

菩

薩

」

の

意

義

一

五

七

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

一

五

七

頁

第

二

項

『

往

生

論

註

』

の

「

菩

薩

」

と

「

行

道

」

の

説

示

一

六

一

頁

第

二

節

『

往

生

論

註

』

の

「

名

義

摂

対

」

の

思

想

構

造

一

六

五

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

一

六

五

頁



－ ⅳ －

第

二

項

『

往

生

論

註

』

に

み

ら

れ

る

「

智

」

と

「

慧

」

の

分

釈

一

六

六

頁

第

三

項

『

往

生

論

註

』

の

「

智

慧

」

に

つ

い

て

の

先

行

研

究

と

そ

の

問

題

点

一

七

一

頁

第

四

項

『

往

生

論

註

』

の

「

智

」

と

「

慧

」

の

分

釈

の

意

図

一

七

七

頁

第

五

項

僧

肇

の

中

観

思

想

か

ら

み

る

「

名

義

摂

対

」

の

論

理

一

八

四

頁

第

六

項

小

結

一

九

三

頁

第

三

節

『

往

生

論

註

』

の

二

種

法

身

・

広

略

相

入

の

関

係

再

考

一

九

六

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

一

九

六

頁

第

二

項

『

往

生

論

註

』

の

二

種

法

身

・

広

略

相

入

に

関

す

る

先

行

研

究

一

九

九

頁

第

三

項

『

往

生

論

註

』

の

「

略

」
（

一

法

句

）

の

理

解

二

〇

四

頁

第

四

項

『

往

生

論

註

』

の

二

種

法

身

と

広

略

の

関

係

二

一

三

頁

第

五

項

小

結

二

二

一

頁

第

四

節

『

往

生

論

註

』

の

平

等

法

身

と

未

証

浄

心

の

二

菩

薩

の

関

係

二

二

三

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

二

二

三

頁

第

二

項

平

等

法

身

と

未

証

浄

心

の

二

菩

薩

の

関

係

に

関

す

る

先

行

研

究

二

二

四

頁

第

三

項

平

等

法

身

と

未

証

浄

心

の

二

菩

薩

の

関

係

二

二

七

頁



－ ⅴ －

第

四

項

小

結

二

三

六

頁

第

五

節

『

往

生

論

註

』

の

阿

弥

陀

仏

と

諸

仏

・

菩

薩

・

浄

土

の

関

係

二

三

九

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

二

三

九

頁

第

二

項

第

一

義

諦

と

妙

境

界

相

の

関

係

二

四

一

頁

第

三

項

阿

弥

陀

仏

と

諸

仏

・

菩

薩

・

浄

土

の

関

係

二

四

九

頁

第

四

項

小

結

二

五

七

頁

第

二

章

の

結

論

二

五

九

頁

第

三

章

僧

肇

の

般

若

学

か

ら

み

る

『

往

生

論

註

』

の

行

道

思

想

の

構

造

二

八

三

頁

第

一

節

『

往

生

論

註

』

の

「

名

即

法

」
・
「

名

異

法

」

の

名

号

論

二

八

三

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

二

八

三

頁

第

二

項

『

往

生

論

註

』

の

「

名

」

と

「

義

」

の

関

係

論

理

二

九

〇

頁

第

三

項

『

往

生

論

註

』

の

「

名

」

と

「

義

」

の

相

応

・

不

相

応

論

二

九

六

頁

第

四

項

「

名

」

と

「

義

」

の

相

応

（

名

即

法

）

の

修

行

者

三

〇

〇

頁

第

五

項

「

名

」

と

「

義

」

の

不

相

応

（

名

異

法

）

の

修

行

者

―

「

八

番

問

答

」

の

意

義

―

三

〇

六

頁

第

六

項

『

往

生

論

註

』

の

「

相

応

」

の

用

例

―

「

優

婆

提

舎

」

の

意

味

―

三

一

六

頁



－ ⅵ －

第

七

項

小

結

三

二

二

頁

第

二

節

『

往

生

論

註

』

の

二

種

回

向

論

三

二

五

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

三

二

五

頁

第

二

項

曇

鸞

の

二

種

回

向

論

の

先

行

研

究

三

二

七

頁

第

三

項

曇

鸞

の

二

種

回

向

論

と

五

念

門

行

三

三

三

頁

第

四

項

曇

鸞

の

五

念

門

行

と

名

号

論

の

関

係

三

四

一

頁

第

五

項

小

結

三

四

六

頁

第

三

節

『

往

生

論

註

』

の

下

品

生

に

お

け

る

仏

道

思

想

の

構

造

三

五

一

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

三

五

一

頁

第

二

項

曇

鸞

の

上

品

生

と

下

品

生

の

願

生

往

生

に

関

す

る

先

行

研

究

三

五

三

頁

第

三

項

曇

鸞

の

上

品

生

と

下

品

生

に

お

け

る

願

生

往

生

三

五

八

頁

第

四

項

小

結

三

六

三

頁

第

四

節

『

往

生

論

註

』

の

信

心

の

思

想

構

造

三

六

六

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

三

六

六

頁

第

二

項

曇

鸞

の

「

信

心

」

と

「

十

念

」

の

関

係

三

六

九

頁

第

三

項

曇

鸞

の

「

易

行

道

」

と

「

信

仏

因

縁

」

の

意

味

三

七

七

頁



－ ⅶ －

第

四

項

小

結

三

八

三

頁

第

五

節

『

往

生

論

註

』

の

本

願

思

想

の

構

造

三

八

六

頁

第

一

項

問

題

の

所

在

三

八

六

頁

第

二

項

曇

鸞

に

お

け

る

「

本

願

」

の

説

示

三

八

九

頁

第

三

項

曇

鸞

の

「

三

願

的

証

」

の

意

味

三

九

五

頁

第

四

項

小

結

四

〇

二

頁

第

三

章

の

結

論

四

〇

三

頁

結

論

四

三

三

頁

『

往

生

論

註

』

の

思

想

構

造

の

構

築

論

理

四

三

五

頁

参

考

文

献

四

四

〇

頁

一

講

録

四

四

〇

頁

二

著

作

四

四

一

頁

三

論

文

四

四

八

頁



- 1 -

序

論

の

要

旨

北

朝

の

学

匠

で

あ

る

曇

鸞(

四

七

六

～

五

四

二

頃)

は

、

世

親

の

『

無

量

寿

経

優

婆

提

舎

願

生

偈

』
（

以

下

、
『

論

』
）

を

註

釈

し

て

主

著

と

な

る

『

無

量

寿

経

優

婆

提

舎

願

生

偈

註

』(

以

下

『

論

註

』
）

を

著

し

て

い

る

。
『

魏

書

』
「

釋

老

志

」

に

よ

れ

ば

、

北

朝

仏

教

は

、

鳩

摩

羅

什

（

以

下

、

羅

什

）
、

な

ら

び

に

そ

の

門

下

の

僧

肇

が

指

導

的

役

割

を

担

っ

て

い

る

。

曇

鸞

も

北

朝

仏

教

の

流

れ

を

受

け

て

、

羅

什

・

僧

肇

を

媒

介

と

し

て

龍

樹

の

空

思

想

を

研

鑽

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。

本

論

文

は

、
「

北

朝

仏

教

に

お

け

る

『

往

生

論

註

』

の

思

想

構

造

の

研

究

」

と

題

し

、

曇

鸞

の

『

論

註

』

の

思

想

構

造

に

つ

い

て

、

北

地

に

お

け

る

中

観

仏

教

思

想

の

展

開

、

特

に

、

北

朝

仏

教

の

指

導

的

役

割

を

持

つ

僧

肇

の

般

若

中

観

思

想

に

基

づ

き

、

論

考

す

る

も

の

で

あ

る

（

一

研

究

の

目

的

）
。

ま

ず

、

研

究

史

を

整

理

し

た

い

。

中

世

・

近

世

の

『

論

註

』

研

究

で

は

、

良

忠

と

深

励

が

代

表

的

な

学

者

で

あ

り

、

今

日

に

も

影

響

を

与

え

て

い

る

。

近

代

以

降

、

江

戸

期

の

宗

学

研

究

と

は

異

な

る

新

た

な

仏

教

研

究

が

生

ま

れ

る

。

そ

れ

は

、

宗

学

研

究

の

近

代

化

を

目

指

し

た

本

願

寺

派

の

学

僧

、

前

田

慧

雲

（

一

八

五

七

～

一

九

三

〇

）

の

研

究

法

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

に

、

そ

れ

ぞ

れ

の

祖

師

を

独

立

さ

せ

て

研

究

を

進

め

て

い

く

方

法

論

で

あ

る

。

こ

の

方

法

論

に

よ

り

、

中

世

・

近

世

の

伝

統

的

な

宗

派

研

究

と

は

異

な

る

、

新

た

な

「

近

代

仏

教

学

的

研

究

」
、
「

近

代

宗

学

的

研

究

」

が

進

め

ら

れ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

そ

の

潮

流

を

受

け

て

、

曇

鸞

研

究

に

お

い

て

も

「

祖

師

讃

仰

の

曇

鸞

研

究

」

を

離

れ

て

、

曇

鸞

思

想

そ

の

も

の

を

明

ら

か

に

す

る

、

近

代

宗

学

的

（

近

代

仏
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教

学

的

）

研

究

が

徐

々

に

な

さ

れ

、

そ

の

進

展

に

よ

り

、

曇

鸞

思

想

の

み

を

体

系

化

し

て

明

ら

か

に

し

て

い

く

現

在

の

方

法

論

が

、

、

、

、

、

、

確

立

さ

れ

る

に

至

る

。

近

代

の

曇

鸞

研

究

を

分

類

す

れ

ば

、

①

「

歴

史

的

側

面

の

研

究

」

と

②

「

思

想

的

側

面

の

研

究

」

の

二

つ

に

分

類

で

き

る

。

先

に

挙

げ

た

前

田

慧

雲

は

、
「

歴

史

的

教

理

史

的

研

究

」

と

「

哲

学

的

組

織

的

研

究

」

を

提

示

し

て

お

り

、

近

代

の

曇

鸞

研

究

の

動

向

と

軌

を

一

に

す

る

も

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

近

年

、

③

「

伝

道

学

的

側

面

の

研

究

」

も

行

わ

れ

て

お

り

、

そ

れ

を

含

め

れ

ば

、

三

つ

の

研

究

が

な

さ

れ

て

い

る

と

い

え

る

。

た

だ

し

、

こ

の

三

種

の

方

法

論

は

、
『

論

註

』

と

い

う

同

一

の

書

物

を

扱

う

以

上

、

す

で

に

そ

れ

ぞ

れ

に

影

響

し

合

っ

て

成

立

し

て

い

る

の

で

あ

り

、

こ

れ

ら

が

発

展

す

れ

ば

、

そ

れ

ぞ

れ

の

研

究

は

よ

り

重

層

的

に

関

連

し

て

い

く

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

こ

の

よ

う

な

④

「

歴

史

・

思

想

・

伝

道

の

重

層

的

研

究

」

が

、

今

後

の

「

宗

学

研

究

」

の

主

流

と

な

っ

て

い

く

こ

と

と

思

わ

れ

る

（

二

『

往

生

論

註

』

と

そ

の

研

究

史

）
。

続

い

て

、

従

来

の

研

究

の

問

題

点

を

指

摘

し

た

い

。

そ

の

最

大

の

問

題

点

が

、

当

論

文

の

主

題

と

な

る

『

論

註

』

の

思

想

構

造

に

関

す

る

研

究

で

あ

る

。
『

往

生

論

註

』

は

空

有

の

論

書

で

あ

る

と

さ

れ

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

思

想

構

造

は

、
「

真

実

」

と

「

方

便

」

あ

る

い

は

「

空

」
（

龍

樹

の

空

観

）

と

「

有

」
（

世

親

『

論

』

の

教

系

）

と

い

う

よ

う

に

、

二

種

類

に

配

当

し

て

理

解

さ

れ

る

。

さ

ら

に

そ

の

思

想

背

景

に

は

、

龍

樹

の

二

諦

説

が

あ

る

と

し

て

理

解

さ

れ

て

い

る

。

従

来

の

研

究

に

お

け

る

龍

樹

か

ら

曇

鸞

へ

の

思

想

的

展

開

は

、

左

の

ご

と

く

で

あ

る

。



- 3 -

龍

樹

の

思

想

曇

鸞

の

思

想

⒜

第

一

義

諦

・

般

若

→

法

性

法

身

略

無

相

法

空

⒝

世

俗

諦

・

方

便

→

方

便

法

身

広

有

相

名

有

（

以

下

に

お

い

て

も

、

便

宜

上

、

⒜

「

般

若

・

真

諦

」
、

⒝

「

方

便

・

俗

諦

」

の

グ

ル

ー

プ

に

配

当

し

て

示

す

。
）

し

か

し

、

こ

の

よ

う

な

分

類

に

よ

っ

て

『

論

註

』

の

思

想

構

造

を

理

解

し

て

い

く

場

合

、

確

か

に

大

ま

か

な

部

分

で

は

納

得

で

き

る

一

方

で

、

細

か

な

部

分

に

関

し

て

は

、

説

明

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

そ

れ

は

、

特

に

曇

鸞

の

「

智

慧

」

と

「

第

一

義

諦

」

の

解

釈

に

現

れ

る

。

曇

鸞

は

、
「

智

慧

」

に

つ

い

て

以

下

の

よ

う

に

示

す

。

般

若

者
達

如
之

慧
名
。
方

便

者
通

権
之

智
称
。
達

如
則
心

行

寂

滅
。
通

権
則
備
省

衆

機
。

省

機
之

智
、
備
応

而
無

知
。
寂

滅

之

慧
、

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

亦

無

知
而
備

省
。
（

大

正

四

〇

・

八

四

二

下

）

こ

こ

で

曇

鸞

は

、
「

智

慧

」

を

「

智

」

と

「

慧

」

に

分

釈

し

、
「

智

慧

の

智

」
（

権

に

通

ず

る

智

の

称

）

を

⒝

「

方

便

」
、
「

智

慧

の

慧

」
（

如

に

達

す

る

慧

）

を

⒜

「

般

若

」

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

。

そ

の

上

で

、

然
則

智

慧
方

便
相

縁

而
動
、
相

縁

而
静
。
動
不

失

静
智

慧

之

功

也

。
（

同

前

・

八

四

二

下

。
傍

線

部

は

引

用

者

に

よ

る

。
「

智

慧

」

レ

レ

の

箇

所

。
）

と

明

か

し

、
「

智

慧

」

と

⒝

「

方

便

」

に

つ

い

て

語

っ

て

い

る

。

こ

の

曇

鸞

の

規

定

に

従

う

な

ら

ば

、
「

智

慧

」

の

概

念

は

、

本

来

、

⒜

「

般

若

」

に

も

⒝

「

方

便

」

に

も

配

当

で

き

な

い

も

の

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

、
「

智

慧

の

智

」

が

⒝

「

方

便

」
、
「

智

慧

の

慧

」

が

⒜

「

般

若

」

で

あ

る

な

ら

ば

、
「

智

慧

」

は

、

⒝

「

方

便

」

と

⒜

「

般

若

」

の

両

方

を

摂

取

す

る

も

の

と

な

る

か

ら

で

あ

り

、

そ

の
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意

味

で

曇

鸞

の

「

智

慧

」

は

、
「

般

若

」

に

も

「

方

便

」

に

も

配

当

で

き

な

い

と

い

え

よ

う

。

さ

ら

に

曇

鸞

は

、
「

第

一

義

諦

」

に

つ

い

て

も

、

単

に

「

真

理

」

を

意

味

す

る

「

第

一

義

諦

」

で

あ

る

と

は

し

て

い

な

い

。

曇

鸞

は

、

第

一

義

諦

者

、

佛

因

縁

法

也

。

此

諦

是

境

義

。
（

同

前

・

八

三

七

下

）

と

示

し

、
「

第

一

義

諦

」

を

「

仏

の

因

縁

法

」

で

あ

り

、

ま

た

「

諦

」

を

「

境

」

と

い

う

⒝

「

対

照

」
（

有

相

）

で

あ

る

こ

と

を

明

か

し

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

曇

鸞

の

「

第

一

義

諦

」

を

、

単

に

⒜

「

真

理

」
（

不

可

言

空

性

）

の

側

の

み

に

配

当

す

る

こ

と

は

で

き

ず

、

ま

た

⒝

「

方

便

」
（

世

間

の

一

切

の

言

説

）

の

側

の

み

に

配

当

す

る

こ

と

も

で

き

な

い

。

こ

れ

ら

の

点

に

注

目

す

る

な

ら

ば

、

従

来

の

二

種

に

分

類

す

る

方

法

で

は

、
「

智

慧

」

と

「

第

一

義

諦

」

を

、

ど

ち

ら

に

配

当

す

る

の

か

と

い

う

問

題

が

生

じ

る

こ

と

に

な

り

、

明

確

に

解

答

し

難

い

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

従

来

の

立

場

か

ら

は

不

自

然

な

解

釈

と

も

い

え

る

こ

の

曇

鸞

の

註

釈

の

特

徴

は

、
「

真

実

智

慧

・

無

為

法

身

」
、
「

真

実

功

徳

相

」

の

解

釈

な

ど

に

も

現

れ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

ま

で

の

研

究

で

は

、

な

ぜ

曇

鸞

が

こ

の

よ

う

な

一

見

不

自

然

と

も

思

え

る

解

釈

を

施

し

た

の

か

を

、

明

確

に

説

明

で

き

て

い

な

い

の

が

現

状

で

あ

る

。

そ

こ

で

こ

の

現

状

を

打

破

す

る

た

め

に

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

概

念

関

係

は

、

二

種

で

は

な

く

、

三

種

で

理

解

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

学

説

を

提

示

し

た

い

。

す

な

わ

ち

、

曇

鸞

『

論

註

』

を

よ

り

正

確

に

理

解

す

る

に

は

、
「

智

慧

」

と

「

第

一

義

諦

」

に

対

応

で

き

る

、

も

う

一

つ

の

概

念

グ

ル

ー

プ

を

想

定

す

る

の

で

あ

る

。

こ

の

筆

者

独

自

の

立

場

（

三

種

配

当

説

）

に

よ

り

、

従

来

の

研

究

で

は

明

確

に

説

明

し

き

れ

な

か

っ

た

、

曇

鸞

の

細

部

に

亘

る

解

釈

の

意

味

を

、

一

つ

一

つ

明

瞭

に

し

て

い

く

こ

と

が

で

き

よ

う

。

さ

ら

に

そ

の

背

景

に

は

、

僧

肇

思

想

の

影

響

を

み

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

僧

肇

は

、

さ

と

り

（

真

理

・

理

・

無

言

）

の

領

域

を

「

名

教

外

」

で

あ

る

と

し

、

言

説

・

観

念

（

方

便

）

の

領

域

を

「

名

教

内

」
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と

す

る

。

そ

し

て

「

言

説

」

で

あ

る

以

上

、
「

二

諦

」

そ

の

も

の

も

、

あ

く

ま

で

「

名

教

内

」

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

つ

ま

り

僧

肇

は

、
「

第

一

義

諦

」
「

世

俗

諦

」

の

二

諦

説

を

、
「

名

教

」
（

言

説

・

教

説

）

の

内

に

捉

え

る

「

名

教

」
（

言

説

・

教

説

）

の

二

諦

を

明

か

し

て

い

る

。

そ

し

て

そ

の

「

名

教

（

言

教

）

の

二

諦

」

を

超

克

す

る

「

真

理

」

を

、
「

無

言

」

で

あ

り

、

ま

た

究

極

の

真

諦

で

あ

る

「

第

一

真

諦

」
（

真

実

）

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

こ

の

僧

肇

の

二

諦

説

の

構

造

は

、

⒜

「

第

一

真

諦

」
（

無

言

・

真

理

）

と

⒝

①

「

名

教

の

真

諦

」
（

言

説

の

真

諦

）

と

⒝

②

「

名

教

の

俗

諦

」
（

言

説

の

俗

諦

）

と

三

種

に

分

類

で

き

る

。

こ

の

三

種

に

分

類

で

き

る

僧

肇

思

想

の

構

造

が

、

曇

鸞

に

も

継

承

さ

れ

て

い

く

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

つ

ま

り

曇

鸞

は

、

僧

肇

の

枠

組

み

を

も

っ

て

、

左

の

よ

う

に

説

示

し

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

僧

肇

の

二

諦

説

（

約

教

）

曇

鸞

の

思

想

⒜

第

一

真

諦

（

無

言

・

真

理

・

非

有

非

無

）

→

般

若

（

慧

）

⒝

①

言

教

の

真

諦

（

非

有

）

→

智

慧

（

第

一

義

諦

）

⒝

②

言

教

の

俗

諦

（

非

無

）

→

方

便

（

智

）

（

以

下

に

お

い

て

も

、

便

宜

上

、

⒜

「

般

若

」
、

⒝

①

「

智

慧

」
、

⒝

②

「

方

便

」

の

グ

ル

ー

プ

に

配

当

し

て

示

す

。
）

右

の

よ

う

に

理

解

で

き

る

の

で

あ

れ

ば

、

曇

鸞

は

、

僧

肇

の

思

想

構

造

を

受

容

し

つ

つ

、

自

ら

の

浄

土

思

想

を

構

築

し

た

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

（

三

従

来

の

『

往

生

論

註

』

研

究

の

問

題

点

）
。

右

を

踏

ま

え

て

、

筆

者

の

研

究

方

法

を

提

示

し

た

い

。

ま

ず

筆

者

は

、

北

朝

の

曇

鸞

『

論

註

』

に

特

徴

的

な

解

釈

が

み

ら

れ

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

特

に

重

要

と

な

る

の

が

、

菩

薩

の

法

を

明

ら

か

に

し

た

「

名

義

摂

対

」

の

論

理

で

あ

る

。

こ

の

解

釈

の

特

徴

を
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理

解

す

る

た

め

に

、

近

代

仏

教

学

の

研

究

成

果

を

踏

ま

え

、

北

朝

仏

教

、

特

に

僧

肇

の

思

想

を

明

ら

か

に

し

て

い

く

（

第

一

章

）
。

そ

し

て

「

北

朝

仏

教

」

の

思

想

に

基

づ

き

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

特

徴

的

な

解

釈

の

意

味

を

明

か

し

、
『

論

註

』

全

体

の

思

想

構

造

を

論

考

し

て

い

く

（

第

二

章

）
。

さ

ら

に

、
『

往

生

論

註

』

の

諸

問

題

に

つ

い

て

再

考

し

て

い

く

こ

と

で

、

新

た

な

曇

鸞

像

、

新

た

な

曇

鸞

思

想

を

提

示

し

て

い

き

た

い

（

第

三

章

）
。

僧

肇

の

立

場

、

す

な

わ

ち

北

朝

仏

教

の

般

若

学

の

立

場

に

立

ち

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

浄

土

思

想

の

構

造

を

明

か

し

て

い

く

こ

と

に

よ

っ

て

、

曇

鸞

を

、
「

浄

土

教

思

想

史

」

の

み

な

ら

ず

、

中

国

仏

教

の

「

般

若

思

想

史

」

の

展

開

上

に

も

位

置

付

け

て

い

き

た

い

。

こ

の

方

法

が

、

筆

者

の

提

示

す

る

近

代

仏

教

学

、

あ

る

い

は

「

近

代

宗

学

」

に

基

づ

く

曇

鸞

研

究

で

あ

る

。
こ

の

方

法

に

よ

り

、
『

往

生

論

註

』
を

、
単

な

る
「

往

生

浄

土

」
の

教

義

書

と

し

て

の

み

扱

う

の

で

は

な

く

、

大

乗

菩

薩

道

を

明

か

す

論

書

と

し

て

捉

え

直

し

て

い

き

た

い

と

思

う

（

四

研

究

方

法

の

提

示

）
。

第

一

章

の

要

旨

第

二

章

以

降

に

お

い

て

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

思

想

構

造

を

考

察

す

る

た

め

に

、

本

章

で

は

、

曇

鸞

思

想

の

背

景

と

な

る

中

国

仏

教

の

中

観

仏

教

思

想

に

つ

い

て

、

特

に

、

北

朝

仏

教

に

お

い

て

指

導

的

立

場

に

立

っ

て

い

た

羅

什

・

僧

肇

の

般

若

中

観

の

二

諦

説

に

つ

い

て

、

確

認

す

る

。

そ

こ

で

、

僧

肇

の

二

諦

を

中

心

と

し

て

、

中

国

に

お

け

る

中

観

仏

教

の

二

諦

説

の

展

開

を

論

じ

て

い

き

た

い

が

、

そ

の

前

に

、

イ

ン

ド

の

中

観

思

想

の

二

諦

説

に

つ

い

て

も

、

概

観

し

て

お

か

ね

ば

な

ら

な

い

と

思

う

。

な

ぜ

な

ら

従

来

の

「

曇
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鸞

研

究

」

が

、

イ

ン

ド

仏

教

の

方

向

か

ら

論

じ

ら

れ

る

こ

と

が

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

特

に

帰

謬

論

証

派

の

月

称

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

に

、

イ

ン

ド

の

中

観

派

で

は

、

龍

樹

の

『

中

論

』

に

説

か

れ

た

二

諦

説

を

、

よ

り

原

理

的

な

面

に

よ

っ

て

明

ら

か

に

し

て

い

る

。

こ

れ

は

「

約

理

の

二

諦

」

と

呼

ば

れ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

「

約

理

の

二

諦

」

と

は

、
「

俗

な

る

領

域

」
（

世

俗

諦

・

妄

見

）

と

「

聖

な

る

領

域

」
（

勝

義

諦

・

第

一

義

諦

・

正

見

）

を

、

明

確

に

区

別

す

る

二

諦

説

の

こ

と

で

あ

る

。

従

来

、

曇

鸞

研

究

は

、

以

下

の

よ

う

に

、

約

理

の

二

諦

説

の

立

場

で

、

理

解

さ

れ

て

き

た

と

考

え

ら

れ

る

。

龍

樹

の

思

想

曇

鸞

の

思

想

⒜

真

諦

・

般

若

→

般

若

（

智

慧

）

法

性

法

身

略

法

空

⒝

俗

諦

・

方

便

→

方

便

（

慈

悲

）

方

便

法

身

広

名

有

し

か

し

、

北

朝

仏

教

に

お

い

て

指

導

的

役

割

を

担

う

僧

肇

の

二

諦

は

、

約

理

の

二

諦

で

は

な

く

、
「

約

教

の

二

諦

」

を

説

示

し

て

い

る

。

こ

の

約

教

の

二

諦

（

言

教

の

二

諦

）

と

は

教

説

に

つ

い

て

二

種

の

真

理

（

諦

）

が

あ

る

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

り

、
「

方

便

施

設

」
（

教

説

）

に

お

い

て

二

諦

を

示

し

て

い

る

。

曇

鸞

は

、

こ

の

僧

肇

の

言

教

の

二

諦

に

基

づ

き

、

自

ら

の

思

想

を

展

開

し

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

こ

の

こ

と

を

第

二

章

以

降

に

明

ら

か

に

し

て

い

く

た

め

に

、

本

章

で

は

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

思

想

背

景

と

な

る

龍

樹

『

中

論

』
・
『

大

智

度

論

』
・
『

十

二

門

論

』
・
『

涅

槃

経

』
、

羅

什

、

羅

什

の

門

弟

の

僧

叡

・

曇

叡

、

僧

肇

、

曇

鸞

在

世

当

時

の

南

北

朝

仏

教

の

二

諦

説

を

明

ら

か

に

し

、

さ

ら

に

、

僧

肇

の

浄

土

思

想

を

考

察

す

る

。

本

章

は

、

特

に

新

た

な

説

を

提

示

す

る

と

い

う

こ

と

で

は

な

い

が

、

先

行

研

究

を

踏

ま

え

て

、

現

段

階

で

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

中

国

仏

教

の

中

観

思

想

の

展

開

を

確

認

す

る

こ

と

で

、

第

二

章

・

第

三

章

に

論

じ

て

い

く

曇

鸞

『

論

註

』

の

思

想

構

造

の

背

景

を

、

明

確

に

し

て

い

き

た

い

。
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ま

ず

第

一

節

に

お

い

て

、
中

国

に

お

け

る

般

若

学

の

二

諦

説

は

、
イ

ン

ド

中

観

派

の

月

称

の

二

諦

説

に

あ

る

如

く

、
「

第

一

義

諦

」

（

勝

義

諦

・

真

諦

）

と

「

世

俗

諦

」
（

俗

諦

）

と

を

明

確

に

区

別

す

る

、

い

わ

ゆ

る

「

約

理

の

二

諦

」

と

は

異

な

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

こ

の

よ

う

な

約

理

の

二

諦

に

対

し

て

、

中

国

の

般

若

学

の

二

諦

説

は

、

龍

樹

『

中

論

』

の

約

教

の

二

諦

説

か

ら

展

開

す

る

も

の

で

あ

る

。
こ

の
「

約

教

の

二

諦

」
の

思

潮

は

、
イ

ン

ド

で

は

、
清

弁
『

般

若

灯

論

』
に

も

見

受

け

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

龍

樹

か

ら

清

弁

へ

の

「

約

教

の

二

諦

」

の

流

れ

は

、

羅

什

・

僧

肇

、

さ

ら

に

は

吉

蔵

へ

と

繋

が

る

中

国

仏

教

の

二

諦

説

と

軌

を

一

に

す

る

も

の

で

あ

る

。

曇

鸞

も

、

こ

の

中

国

仏

教

の

潮

流

の

な

か

で

、

二

諦

を

理

解

し

て

い

る

で

あ

ろ

う

こ

と

を

指

摘

で

き

る

。

そ

し

て

第

二

節

で

は

、

曇

鸞

が

直

接

研

鑽

し

た

経

論

で

あ

る

「

四

論

」

と

『

涅

槃

経

』

の

二

諦

説

に

つ

い

て

考

察

し

、

そ

れ

ら

す

べ

て

に

お

い

て

、

約

教

の

二

諦

説

と

そ

の

二

諦

の

相

即

が

確

認

さ

れ

た

。

し

た

が

っ

て

曇

鸞

の

研

鑽

し

た

経

論

か

ら

、

曇

鸞

の

二

諦

説

も

、

約

教

の

二

諦

の

相

即

説

に

立

っ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

次

に

第

三

節

で

は

、

鳩

摩

羅

什

と

、

そ

の

門

弟

の

曇

叡

・

僧

肇

・

道

生

の

二

諦

説

に

つ

い

て

確

認

し

た

。

羅

什

は

「

非

有

非

無

」

の

離

辺

中

観

説

を

示

し

、
こ

れ

を

受

け

た

曇

叡

は

、
「

非

有
（

真

諦

）
即

非

無
（

俗

諦

）
」
の

論

理

を

用

い

て

、
「

有

無

相

即

の

二

諦

」

を

説

き

、

そ

れ

を

超

克

す

る

「

中

」
（

羅

什

に

い

う

「

実

相

」
）

を

示

し

て

い

る

。

さ

ら

に

僧

肇

は

、

こ

の

曇

叡

の

「

非

有

非

無

」

の

論

理

を

よ

り

整

理

し

て

お

り

、
「

言

教

の

二

諦

」
と

そ

の
「

二

諦

」
（

用

）
を

超

克

す

る
「

第

一

真

諦

」
（

寂

）
を

明

か

し

て

い

る

。

僧

肇

に

と

っ

て

二

諦

相

即

は

、

ど

こ

ま

で

「

言

説

」
（

名

教

）

の

内

に

あ

り

、

そ

れ

ら

の

双

否

に

お

い

て

は

じ

め

て

、
「

真

実

」
（

第

一

真

諦

）

が

示

さ

れ

る

と

し

て

い

る

。

南

朝

の

道

生

は

、

こ

の

言

教

の

二

諦

が

「

第

一

義

諦

」

に

悟

入

す

る

と

い

う

、

一

実

諦

の

思

想

を

説

き

、
「

仏

無

浄

土

説

」

を

主

張

し

た

。
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続

い

て

第

四

節

で

は

、

南

北

朝

仏

教

に

お

い

て

、
「

二

諦

相

即

」

は

、

極

め

て

重

要

な

仏

教

教

理

と

な

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

北

朝

の

二

諦

説

は

、
『

魏

書

』
「

釈

老

志

」

の

記

述

か

ら

、

羅

什

・

僧

肇

を

仏

教

理

解

の

基

本

と

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

ゆ

え

に

、

羅

什

・

僧

肇

の

二

諦

説

を

継

承

し

、

約

教

の

二

諦

説

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

曇

鸞

が

赴

い

た

南

朝

の

梁

に

お

い

て

、

二

諦

説

は

盛

ん

に

議

論

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

様

々

な

二

諦

説

の

う

ち

、

真

理

形

式

と

し

て

二

諦

を

捉

え

る

成

実

学

派

も

あ

る

が

、

彼

ら

は

ア

ビ

ダ

ル

マ

の

二

諦

に

基

づ

い

て

お

り

、
実

有

的

な

二

諦

説

で

あ

る

。
宝

亮

な

ど

に

み

ら

れ

る

よ

う

に

、
南

朝

の

三

論

家

は

、
「

約

教

」

の

二

諦

説

を

展

開

し

、

か

か

る

思

想

は

、

僧

肇

の

二

諦

説

に

通

ず

る

も

の

で

あ

る

。

最

後

に

第

五

節

で

は

、

僧

肇

が

、

羅

什

の

説

示

し

た

相

即

無

相

の

法

身

説

や

、

浄

穢

同

処

の

浄

土

観

を

、

自

ら

の

般

若

思

想

に

よ

っ

て

再

構

築

し

て

い

る

こ

と

を

示

し

た

。

僧

肇

の

般

若

思

想

は

、
『

注

維

摩

経

』

と

『

般

若

無

知

論

』

に

よ

く

語

ら

れ

て

い

る

。

そ

の

般

若

思

想

に

基

づ

き

、

仏

の

般

若

の

は

た

ら

き

（

用

）

の

こ

と

を

「

浄

土

」

と

し

、

用

（

浄

土

）

と

し

て

の

⒝

①

「

真

諦

」

を

非

有

、

用

（

浄

土

）

と

し

て

の

⒝

②

「

俗

諦

」

を

非

無

と

し

て

、

異

質

同

処

の

浄

土

を

説

示

し

て

い

る

。

曇

鸞

は

、

こ

の

よ

う

な

僧

肇

の

般

若

思

想

・

浄

土

思

想

を

受

容

し

、

自

ら

の

思

想

を

形

成

し

た

と

考

え

ら

れ

よ

う

。

第

二

章

以

降

に

明

ら

か

に

し

て

い

き

た

い

。

以

上

に

示

し

た

中

国

の

般

若

学

に

お

け

る

二

諦

説

の

展

開

を

踏

ま

え

る

な

ら

ば

、

曇

鸞

の

二

諦

説

は

、

従

来

の

研

究

に

あ

る

よ

う

な

「

約

理

の

二

諦

」

で

あ

る

と

は

、

到

底

、

考

え

ら

れ

な

い

。

な

ぜ

な

ら

曇

鸞

思

想

の

背

景

の

全

て

が

、
「

約

理

の

二

諦

」

で

は

な

く

、
「

約

教

の

二

諦

」

を

指

し

示

し

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、
「

序

論

」

に

も

述

べ

た

よ

う

に

、

僧

肇

か

ら

曇

鸞

へ

の

思

想

展

開

は

、

次

の

よ

う

に

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、
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僧

肇

思

想

曇

鸞

思

想

⒜

第

一

真

諦

（

無

言

・

真

理

・

非

有

非

無

）

→

般

若

（

慧

）

⒝

①

言

教

の

真

諦

（

非

有

）

→

智

慧

（

第

一

義

諦

）

⒝

②

言

教

の

俗

諦

（

非

無

）

→

方

便

（

智

）

と

い

う

三

種

の

概

念

関

係

で

あ

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

第

二

章

・

第

三

章

に

明

か

し

て

い

き

た

い

。

第

二

章

の

要

旨

前

章

に

お

い

て

、

羅

什

・

僧

肇

か

ら

の

般

若

中

観

思

想

に

お

け

る

二

諦

説

の

展

開

に

つ

い

て

概

観

し

た

。

こ

こ

で

、

イ

ン

ド

中

観

派

に

み

ら

れ

る

約

理

の

二

諦

説

と

は

異

な

る

、

中

国

仏

教

独

自

の

展

開

を

確

認

し

た

。

そ

れ

は

、

僧

肇

に

み

ら

れ

る

方

便

施

設

と

し

て

の

二

諦

説

、

す

な

わ

ち

約

教

（

言

教

）

の

二

諦

説

で

あ

る

。

か

か

る

二

諦

説

は

、

羅

什

に

も

、

羅

什

門

下

に

お

い

て

も

確

か

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

よ

う

な

方

便

施

設

に

お

け

る

二

諦

説

は

、

曇

鸞

の

思

想

背

景

と

な

る

「

四

論

」

や

『

涅

槃

経

』

の

二

諦

説

に

も

、

確

認

で

き

る

も

の

で

あ

る

。

し

か

も

僧

肇

の

場

合

に

は

、

自

身

の

二

諦

説

の

上

に

立

脚

し

て

、

自

ら

の

法

身

説

と

浄

土

思

想

を

語

っ

て

い

る

。

曇

鸞

は

、

こ

の

僧

肇

の

二

諦

説

と

浄

土

の

論

理

な

ど

に

依

り

な

が

ら

、

独

自

の

浄

土

思

想

を

構

築

し

て

い

る

の

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

、

本

章

で

は

、

僧

肇

の

般

若

学

の

影

響

を

受

け

て

形

成

さ

れ

た

、

曇

鸞

独

自

の

般

若

思

想

が
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み

ら

れ

る

「

名

義

摂

対

」

の

論

理

に

注

目

し

、

そ

の

論

理

か

ら

曇

鸞

の

浄

土

思

想

を

再

考

し

て

い

く

。

か

か

る

方

法

に

よ

り

、

僧

肇

の

般

若

学

の

立

場

か

ら

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

仏

・

菩

薩

の

思

想

構

造

を

論

考

し

た

い

。

ま

ず

第

一

節

に

お

い

て

、
『

論

註

』

の

構

成

上

、

菩

薩

の

論

理

が

非

常

に

重

要

な

も

の

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

そ

し

て

第

二

節

に

お

い

て

、

曇

鸞

は

、
『

論

』

の

註

釈

に

際

し

自

身

の

思

想

的

立

場

か

ら

、

再

解

釈

し

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

、
「

名

義

摂

対

章

」

に

み

ら

れ

る

菩

薩

の

法

の

「

智

慧

」

と

「

方

便

」

を

明

ら

か

に

し

た

。

ま

ず

世

親

の

『

論

』

に

お

い

て

、
「

智

慧

」

は

⒝

「

方

便

」

に

も

⒜

「

般

若

」
に

も

理

解

で

き

る

不

明

確

な

概

念

で

あ

る

が

、
曇

鸞

の

『

論

註

』
で

は

、
一

貫

し

て

「

智

慧

の

智

」
を

「

方

便

」
、

「

智

慧

の

慧

」

を

「

般

若

」

と

示

し

て

い

る

。

こ

れ

に

よ

り

、
「

智

・

慧

」

は

⒝

「

方

便

」
（

智

）

と

⒜

「

般

若

」
（

慧

）

を

相

収

め

る

も

の

と

し

て

一

貫

性

を

持

つ

解

釈

と

な

っ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、
『

論

』

で

は

、
「

智

慧
慈

悲
方

便
摂

取
般

若

、

般

若
摂

取
方

ト

ト

ト
ハ

二

シ

ヲ
一

ハ

二

ス

便

。
」

と

は

、

⒝

「

方

便

」
（

智

慧

等

の

三

種

門

）

と

⒜

「

般

若

」

が

互

い

に

相

摂

す

る

関

係

で

あ

る

が

、

曇

鸞

『

論

註

』

で

は

、

ヲ
一

⒝

「

方

便

」

と

⒜

「

般

若

」

を

相

収

め

る

⒝

①

「

智

慧

」

に

お

い

て

「

智

慧
慈

悲
方

便
摂

取
般

若

」
、

さ

ら

に

そ

の

⒝

①

「

智

慧

」

ト

ト

ト
ハ

二

シ

ヲ
一

に

よ

っ

て

「

般

若
摂

取
方

便

。
」

の

意

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

さ

ら

に

、

こ

の

曇

鸞

の

「

智

慧

」

の

解

釈

は

、

⒝

「

方

便

」

の

内

ハ

二

ス

ヲ
一

に

お

い

て

⒝

①

「

智

慧

」
（

般

若

と

い

う

言

説

表

現

）

と

⒝

②

「

方

便

」
（

方

便

と

い

う

言

説

表

現

）

の

二

種

を

示

す

も

の

で

あ

る

か

ら

、

僧

肇

の

二

諦

説
―

第

一

真

諦

と

言

教

（

方

便

施

設

）

の

二

諦

説

―

の

影

響

下

に

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

つ

ま

り

曇

鸞

の

⒝

①

「

智

慧

」

は

、

観

念

化

・

言

説

化

さ

れ

た

「

慧

」
（

般

若

）

を

意

味

す

る

も

の

で

あ

り

、

僧

肇

に

い

う

と

こ

ろ

の

⒝

①

「

言

教

の

真

諦

」

に

あ

た

る

。

言

説

（

名

称

）

と

し

て

の

⒜

「

般

若

」

を

、

⒝

①

「

智

慧

」
（

僧

肇

に

い

う

名

教

の

真

諦

）

に

、

言

説

（

名

称

）

と

し

て

の

⒝

「

方

便

」

を

、

⒝

②

「

方

便

」
（

僧

肇

に

い

う

名

教

の

俗

諦

）

に

対

応

し

て

述

べ

て

い

る

の

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

世

親
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の

『

論

』

の

思

想

構

造

は

、

⒜

「

般

若

」
（

第

一

義

諦

）

と

⒝

②

「

方

便

」
（

俗

諦

）

の

二

種

に

分

類

で

き

る

約

理

的

な

二

諦

説

で

あ

る

の

に

対

し

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

思

想

構

造

は

、

⒜

「

般

若

」
（

慧

・

僧

肇

に

い

う

第

一

真

諦

）
・

⒝

①

「

智

慧

」
（

第

一

義

諦

・

二

諦

相

即

・

僧

肇

に

い

う

名

教

の

真

諦

）
・

⒝

②

「

方

便

」
（

智

・

僧

肇

に

い

う

名

教

の

俗

諦

）

の

三

種

で

あ

り

、

約

教

的

な

二

諦

説

で

あ

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

イ

ン

ド

仏

教

を

背

景

と

す

る

世

親

の

『

論

』

と

、

中

国

仏

教

を

背

景

と

す

る

曇

鸞

の

『

論

註

』

の

思

想

構

造

は

、

異

な

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

で

き

る

（

一

六

・

一

七

・

二

三

頁

図

参

照

）
。

次

に

第

三

節

で

は

、

右

の

論

攷

に

基

づ

き

、
「

名

義

摂

対

」

の

論

理

か

ら

、

曇

鸞

の

「

一

法

句

」

の

解

釈

を

通

じ

て

、

二

種

法

身

と

広

略

の

〝

関

係

″

を

論

考

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

、

以

下

の

三

点

の

結

論

を

得

た

。

Ⅰ

、
「

法

性

法

身

」

＝

「

略

」
（

⒝

①

無

相

即

相

）

で

は

な

く

、
「

法

身

」

＝

「

略

」
（

⒝

①

無

相

即

相

）

と

考

え

ら

れ

る

。

Ⅱ

、
「

略

・

法

身

」
（

⒝

①

無

相

即

相

）

の

内

に

、

二

種

法

身

、

つ

ま

り

「

法

性

の

法

身

」

と

「

方

便

の

法

身

」

の

由

生

由

出

・

不

一

不

異

（

相

即

）

の

関

係

が

示

さ

れ

て

い

る

。

従

来

の

解

釈

で

は

、

略

＝

法

性

法

身

、

広

＝

方

便

法

身

と

す

る

が

、

僧

肇

思

想

の

影

響

下

の

も

と

に

展

開

さ

れ

た

「

名

義

摂

対

」

の

論

理

を

踏

ま

え

た

場

合

、

曇

鸞

の

説

示

意

趣

と

し

て

は

、

⒝

①

「

略

＝

法

身

」

（

智

慧

）

で

あ

ろ

う

。

そ

の

⒝

①

「

法

身

」
（

智

慧

）

の

内

に

お

い

て

、

⒜

「

法

性

」
（

無

相

・

慧

・

実

相

）

と

⒝

②

「

方

便

」
（

有

相

・

智

・

為

物

）

の

二

側

面

の

由

生

由

出

（

相

即

）

の

関

係

が

語

ら

れ

、

⒝

①

「

法

身

」

の

「

無

相

即

相

」
（

智

慧

）

が

示

さ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

Ⅲ

、
「

法

性

」

＝

⒜

「

般

若

」
（

慧

）
、
「

略

・

一

法

句

・

法

身

」

＝

⒝

①

「

智

慧

」
、
「

広

・

二

十

九

種

荘

厳

」

＝

⒝

②

「

方

便

」
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（

智

）

に

、

配

当

し

て

い

る

。

従

っ

て

、
「

智

慧

」

と

「

方

便

」

に

依

る

と

い

う

〝

菩

薩

の

法

″

を

示

す

「

名

義

摂

対

」

の

論

理

は

、

諸

仏

・

菩

薩

の

二

種

法

身

・

広

略

相

入

と

共

通

し

て

理

解

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

続

い

て

第

四

節

で

は

、

右

を

受

け

て

、

曇

鸞

の

「

平

等

法

身

」

と

「

未

証

浄

心

」

の

二

菩

薩

の

関

係

に

つ

い

て

、

論

じ

た

。

曇

鸞

は

、

僧

肇

思

想

の

影

響

を

受

け

て

、
「

名

義

摂

対

」

の

論

理

（
「

智

慧

」

と

「

方

便

」

の

思

想

）

を

説

示

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

曇

鸞

の

「

智

慧

」

は

、

僧

肇

に

い

う

、

⒝

①

「

方

便

に

お

け

る

真

諦

」

に

、

曇

鸞

の

「

方

便

」

は

、

僧

肇

に

い

う

、

⒝

②

「

方

便

に

お

け

る

俗

諦

」
に

対

応

す

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。
そ

し

て

曇

鸞

は

、
こ

の

⒝

①
「

智

慧

」
と

⒝

②
「

方

便

」
を

相

即

と

し

、
⒝

②
「

方

便

」
（

智

・

小

悲

・

中

悲

）
か

ら

⒝

①

「

智

慧

」
（

大

悲

）
へ

、

⒝

①

「

智

慧

」
（

大

悲

）

か

ら

⒝

②

「

方

便

」
（

智

・

小

悲

・

中

悲

）

へ

と

展

開

す

る

こ

と

を

明

か

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

⒝

①

「

智

慧

」
（

大

悲

）

と

⒝

②

「

方

便

」
（

智

・

小

悲

・

中

悲

）

を

、

菩

薩

の

法

で

あ

る

と

も

述

べ

て

い

る

。
曇

鸞

は

、
⒝

①
「

智

慧

」
（

大

悲

）
も

⒝

②
「

方

便

」
（

小

悲

・

中

悲

）
も

、
⒝
「

方

便

」
（

慈

悲

）

の

内

に

あ

る

こ

と

か

ら

、

菩

薩

（

仏

道

を

求

め

る

衆

生

）

の

〝

仏

道

″

は

、

⒝

「

方

便

」
（

慈

悲

）

の

内

に

あ

る

も

の

と

し

て

説

示

さ

れ

る

。

そ

し

て

こ

の

菩

薩

に

、
「

平

等

法

身

」

と

「

未

証

浄

心

」

の

二

菩

薩

を

示

し

て

、
「

平

等

法

身

」

の

菩

薩

を

、

⒝

①

「

智

慧

」
（

証

・

大

悲

）

の

法

を

体

得

し

た

者

、
「

未

証

浄

心

」

の

菩

薩

を

、

い

ま

だ

⒝

①

「

智

慧

」

を

獲

得

（

摂

取

）

し

て

い

な

い

、

⒝

②

「

方

便

」
（

未

証

・

小

悲

・

中

悲

）

の

法

を

得

る

者

と

し

て

明

か

し

て

い

る

。

そ

し

て

曇

鸞

は

、

⒝

①

「

平

等

法

身

」
（

証

）

と

⒝

②

「

未

証

浄

心

」

の

菩

薩

の

関

係

を

、
『

論

』

所

説

の

「

畢

竟

」

の

語

に

見

出

し

、
「

畢

竟

平

等

」

で

あ

る

と

も

明

か

し

て

い

く

。

こ

こ

で

、

曇

鸞

に

い

う

「

未

証

」

と

は

、
「

名

義

摂

対

」

に

お

け

る

⒝

②

「

方
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便

」
（

智

・

小

悲

・

中

悲

）
に

、
「

証

」
と

は

、
⒝

①
「

智

慧

」
（

大

悲

）
に

対

応

で

き

よ

う

。
あ

く

ま

で

⒝

①
「

智

慧

」
の

体

得

が

、

「

証

」

に

必

要

で

あ

り

、

⒝

②

「

未

証

浄

心

」

の

菩

薩

は

、

⒝

①

「

智

慧

」
（

証

・

見

仏

）

の

獲

得

を

目

指

し

て

、

⒝

②

「

方

便

」

（

智

）
か

ら

⒝

①
「

智

慧

」
へ

の

仏

道

修

行

を

し

て

い

く

。
ゆ

え

に

、
平

等

法

身
（

⒝

①
「

智

慧

」
）
と

未

証

浄

心
（

⒝

②
「

方

便

」
）

の

二

菩

薩

の

関

係

は

、
未

証

浄

心

の

菩

薩

が

、
七

地

沈

空

の

難

を

超

え

て

、
⒝

①
「

智

慧

」
を

成

就

す

る

こ

と

に

お

い

て

、
「

平

等

」

の

関

係

と

な

る

。

し

た

が

っ

て

、
「

畢

竟

平

等

」

で

あ

っ

て

、

決

し

て

「

即

等

」

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

こ

れ

を

、

改

め

て

「

名

義

摂

対

」

に

還

元

す

る

な

ら

ば

、

⒝

①

「

智

慧

」

と

⒝

②

「

方

便

」

は

、
「

畢

竟

平

等

」

で

あ

っ

て

、
「

即

等

」

で

は

な

い

。

⒝

②

「

方

便

」
（

智

）

か

ら

⒝

①

「

智

慧

」

へ

の

展

開

を

も

っ

て

、

は

じ

め

て

、

平

等

と

な

る

の

で

あ

る

。

最

後

に

第

五

節

で

は

、

こ

れ

ま

で

の

論

考

を

踏

ま

え

て

、

阿

弥

陀

仏

と

諸

仏

菩

薩

・

浄

土

の

関

係

を

扱

っ

た

。

曇

鸞

は

、

僧

肇

思

想

の

影

響

に

よ

り

、
「

名

教

・

言

説

・

観

念

・

方

便

施

設

」

の

内

に

お

い

て

、

諸

存

在

（

第

一

義

諦

・

諸

仏

・

菩

薩

・

阿

弥

陀

仏

・

浄

土

な

ど

を

含

む

）

を

説

示

し

、

法

蔵

の

発

願

心

は

、
「

平

等

」
（

無

自

性

）

で

あ

り

、

菩

提

心

も

「

平

等

」

で

あ

る

と

説

い

て

い

る

。

そ

し

て

曇

鸞

は

、
「

如

来

」

に

つ

い

て

も

、

⒝

①

「

法

身

」

に

お

い

て

「

実

相

身

」

と

「

為

物

身

」

を

示

し

、

⒝

①

「

智

慧

」

の

内

に

二

種

法

身

説

を

語

っ

て

い

る

。

こ

の

曇

鸞

の

阿

弥

陀

仏

論

は

、

親

鸞

の

二

種

法

身

説

と

異

な

る

も

の

と

い

え

よ

う

。

さ

ら

に

こ

の

⒝

①

「

智

慧

」
（

第

一

義

諦

・

法

身

）

の

領

域

に

お

い

て

、

法

蔵

菩

薩

は

、

四

十

八

願

を

起

こ

し

成

就

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

法

蔵

菩

薩

の

発

願

と

成

就

の

因

果

関

係

を

、

無

自

性

空

（

平

等

）

と

明

か

す

〝

言

説

表

現

″

に

よ

っ

て

、

阿

弥

陀

仏

の

真

実

・

本

体

が

、

⒜

「

空

」
（

平

等

）

で

あ

る

こ

と

を

示

す

と

と

も

に

、

そ

の

は

た

ら

き

と

な

る

、

阿

弥

陀

仏

の

浄

土

そ

の

も

の

を

、
「

慈

悲

」
（

三

縁

の

慈

悲

）

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

。
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以

上

に

述

べ

た

よ

う

に

、

曇

鸞

に

お

け

る

「

浄

土

」

と

は

、

固

定

的

・

実

体

的

な

も

の

で

は

な

い

。

鳩

摩

羅

什

は

「

浄

仏

国

土

」

を

「

浄

土

」

と

訳

し

て

い

る

が

、

曇

鸞

に

お

い

て

の

浄

土

も

、

ま

さ

に

、

そ

の

意

味

の

浄

土

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

曇

鸞

に

お

け

る

浄

土

（

国

土

荘

厳

）

と

は

、

空

性

を

本

質

と

す

る

用

で

あ

り

、

そ

の

は

た

ら

き

に

生

ま

れ

て

い

く

こ

と

を

、
「

安

楽

国

土

に

生

ま

れ

る

」

と

表

現

し

て

い

る

。

ゆ

え

に

曇

鸞

は

、
「

浄

土

」

を

「

大

悲

」

を

根

本

と

す

る

も

の

で

あ

る

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

本

章

の

論

考

を

踏

ま

え

て

、
次

章

で

は

、
曇

鸞

の

行

道

思

想

の

構

造

に

つ

い

て

明

ら

か

に

し

た

い

。
こ

の

行

道

思

想

に

お

い

て

も

、

⒝

①

「

大

悲

」
（

智

慧

）

が

非

常

に

重

要

な

概

念

と

な

る

。

⒝

①

「

大

悲

」
（

智

慧

）

は

、

仏

道

の

正

因

で

も

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

以

上

よ

り

、

僧

肇

の

思

想

構

造

（

ⅰ

）
、
『

論

』

の

構

造

（

ⅱ

）
、

従

来

の

理

解

に

よ

る

『

論

註

』

の

構

造

（

ⅲ

）
、

筆

者

の

理

解

と

な

る

僧

肇

思

想

の

影

響

下

で

考

察

し

た

場

合

の

『

論

註

』

の

構

造

（

ⅳ

）
、

そ

れ

を

踏

ま

え

た

『

論

註

』

の

仏

身

仏

土

論

（

Ⅴ

）

を

図

示

す

る

と

、

以

下

の

通

り

で

あ

る

。
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⒜

真

実

（

名

教

の

外

）

⒝

方

便

（

名

教

の

内

）

（

言

説

な

ど

の

超

克

・

聖

な

る

領

域

）

（

言

説

・

観

念

・

俗

な

る

領

域

）

ⅰ

僧

肇

の

二

諦

説

の

構

造

用

（

二

諦

相

即

）

（

言

説

化

・

観

念

化

）

寂

即

用

雖

無

而

有

。

所

謂

非

無

。

⒜

第

一

真

諦

寂

用

体

一

⒝

①

言

教

の

真

諦

⒝

②

言

教

の

俗

諦

寂

用

即

寂

（

非

有

）

（

非

無

）

（

言

説

・

観

念

の

超

克

）

雖

有

而

無

。

所

謂

非

有

。

（

⒝

①

・

⒝

②

の

両

否

「

非

有

非

無

」

＝

⒜

第

一

真

諦

）

ⅱ

『

論

』

の

思

想

構

造

（

三

種

門

は

般

若

を

摂

取

）

（

智

慧

）

⒜

般

若

⒝

方

便

（

智

慧

）

（

智

慧

・

慈

悲

・

方

便

）

（

般

若

は

方

便

を

摂

取

）

※

智

慧

の

位

置

付

け

が

不

明

確

で

あ

る

。

即
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ⅲ

従

来

の

学

説

の

『

論

註

』

の

構

造

（
『

論

』

と

共

通

）

（

三

種

門

は

般

若

を

摂

取

）

（

智

慧

）

⒜

般

若

⒝

方

便

（

智

慧

）

（

智

慧

・

慈

悲

・

方

便

）

（

般

若

は

方

便

を

摂

取

）

※

智

慧

の

位

置

付

け

が

不

明

確

の

ま

ま

で

あ

る

。

ⅳ

僧

肇

思

想

の

影

響

下

で

理

解

し

た

場

合

の

『

論

註

』

の

構

造

（

筆

者

の

立

場

）

静

（

寂

）

動

（

用

）
・

慈

悲

（

三

種

門

は

般

若

を

摂

取

）

（

証

か

ら

未

証

へ

の

衆

生

救

済

の

方

向

）

（

言

説

化

）

「

智

慧

」

の

動

的

展

開

⒜

真

実

・

慧

⒝

①

智

慧

⒝

②

方

便

（

智

）

般

若

（

大

悲

）

（

小

悲

・

中

悲

）

（

言

説

の

超

克

）

証

未

証

※

僧

肇

思

想

を

受

け

て

、

智

慧

の

（

般

若

は

方

便

を

摂

取

）

「

方

便

」

の

動

的

展

開

位

置

付

け

が

明

確

に

な

る

。

（

未

証

か

ら

証

へ

の

証

果

獲

得

の

方

向

）

即
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Ⅴ

『

論

註

』

の

仏

身

仏

土

論

の

構

造

静

動

（

浄

土

）

⒜

真

実

言

説

化

・

相

化

⒝

①

相

即

無

相

⒝

②

有

相

般

若

・

無

相

法

身

（

法

性

・

方

便

）

方

便

法

性

略

・

一

法

句

広

・

二

十

九

種

荘

厳

非

即

非

非

・

百

非

の

喩

第

一

義

諦

妙

境

界

相

言

説

（

有

相

）

の

超

克

第

三

章

の

要

旨

前

章

に

お

い

て

、
『

論

註

』
に

お

け

る

菩

薩

の

思

想

構

造

に

つ

い

て

明

ら

か

に

し

て

き

た

。
こ

の

考

察

を

踏

ま

え

て

、
本

章

で

は

、

「

行

道

思

想

」

の

構

造

に

つ

い

て

、

論

じ

て

み

た

い

。

本

章

に

お

い

て

も

、

前

章

と

同

様

に

「

名

義

摂

対

」

の

論

理

を

基

底

と

し

て

い

る

。

ま

ず

、

第

一

節

に

お

い

て

、
「

名

即

法

」
・
「

名

異

法

」

の

名

号

論

と

、
「

名

義

摂

対

」
（

名

と

義

の

摂

・

対

）

の

論

理

が

、

内

容

相

入
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的

に

一

致

す

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

さ

ら

に

、
「

名

義

相

応

」

の

説

示

か

ら

「

名

」

と

「

義

」

の

相

応

・

不

相

応

論

を

明

か

し

、
「

名

義

摂

対

」
、
「

名

即

法

・

名

異

法

」

の

名

号

論

と

、

同

様

の

論

理

で

あ

る

こ

と

を

明

か

し

、
『

論

註

』

全

体

に

亘

っ

て

構

築

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

示

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

、

曇

鸞

の

名

号

法

は

、
「

名

義

摂

対

」

と

「

名

義

相

応

」

の

論

理

を

軸

に

、
「

名

」

と

「

義

」

が

如

実

に

相

応

（

摂

）

す

る

場

合

と

不

相

応

（

対

）

で

あ

る

場

合

と

を

示

し

、

相

応

の

場

合

に

は

「

名

即

法

」
（

⒝

①

「

智

慧

」
）

の

名

号

論

を

、
不

相

応

の

場

合

に

は
「

名

異

法

」
（

⒝

②
「

方

便

」
）
の

名

号

論

を

展

開

し

て

い

る

。
こ

の

こ

と

か

ら

、
『

論

註

』
の
「

名

義

相

応

」

と

は

、
「

名
ノ

義

」

と

の

相

応

で

は

な

く

、
「

名

と

義

」

の

相

応

を

示

す

文

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

筆

者

は

、

従

来

の

「

名

義

相

応

」

の

解

釈

と

な

る

「

名

の

義

」
（

名

号

の

義

・

い

わ

れ

）

と

の

相

応

・

不

相

応

を

示

す

文

と

す

る

こ

と

は

、

曇

鸞

以

降

の

、

親

鸞

等

の

後

の

浄

土

教

の

展

開

に

お

い

て

生

ま

れ

た

も

の

で

あ

っ

て

、

曇

鸞

に

お

い

て

は

、

あ

く

ま

で

「

名

即

法

」
・
「

名

異

法

」

の

名

号

論

の

枠

組

み

で

、
「

名

」

と

「

義

」
（

法

）

の

相

応

（

摂

）
・

不

相

応

（

対

）

を

示

す

文

と

し

て

語

ら

れ

て

い

る

と

考

え

る

。

か

か

る

論

理

は

、

曇

鸞

が

「

真

実

功

徳

相

」

に

お

い

て

、
「

不

実

功

徳

」

と

「

真

実

功

徳

」

の

二

種

を

説

示

す

る

こ

と

に

も

、

通

じ

る

も

の

で

あ

る

。

僧

肇

の

般

若

学

を

媒

介

と

す

る

曇

鸞

思

想

が

、

⒝

「

言

教

」

に

お

い

て

真

諦

と

俗

諦

の

二

諦

を

説

示

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

か

ら

考

え

れ

ば

、
「

真

実

功

徳

相

」

は

二

種

あ

る

の

は

当

然

で

あ

り

、

⒝

①

「

真

実

功

徳

」
（

智

慧

）

と

⒝

②

「

不

実

功

徳

」
（

方

便

）

を

説

示

し

て

い

る

と

理

解

で

き

る

。

以

上

の

こ

と

か

ら

、

決

し

て

不

自

然

な

解

釈

で

は

な

く

、

む

し

ろ

曇

鸞

思

想

の

構

造

が

、

一

貫

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

る

（

二

三

頁

図

参

照

）
。

そ

し

て

第

二

節

に

お

い

て

、

二

種

回

向

論

に

つ

い

て

、

未

証

浄

心

の

菩

薩

と

平

等

法

身

の

菩

薩

の

仏

道

に

注

目

し

て

再

考

し

た

。

曇

鸞

は

、
仏

道

そ

の

も

の

を

、
「

方

便

回

向

」
で

あ

る

と

解

し

、
往

生

浄

土

に

も

証

果

獲

得

に

も

必

要

不

可

欠

で

あ

る

と

し

て

い

る

。
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仏

道

そ

の

も

の

が

、
「

方

便

」

で

あ

り

、

ま

た

「

名

」

で

あ

る

と

も

い

え

よ

う

。

し

た

が

っ

て

、

回

向

は

還

相

の

み

な

ら

ず

、

往

生

浄

土

の

過

程

に

お

い

て

必

須

で

あ

り

、

そ

の

回

向

行

の

成

就

（

完

成

）

が

、

還

相

回

向

で

あ

る

。

こ

こ

に

、

未

証

浄

心

と

平

等

法

身

の

菩

薩

を

加

味

す

れ

ば

、
往

相

回

向

と

は

、
未

証

浄

心

の

菩

薩

の

回

向

（

⒝

②
「

方

便

」
→

「

智

慧

」
）
で

あ

り

、
還

相

回

向

と

は

、

平

等

法

身

の

菩

薩

の

回

向

（

⒝

①

「

智

慧

」

→

⒝

②

「

方

便

」
）

を

い

う

。
『

論

』

と

『

論

註

』

に

は

五

念

門

行

の

思

想

自

体

に

相

違

が

あ

り

、
『

論

註

』

の

場

合

に

は

、

五

念

門

行

全

て

が

、
「

方

便

」
（

智

）

を

内

容

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

こ

に

、

曇

鸞

思

想

の

特

色

が

あ

る

。

曇

鸞

に

お

い

て

五

念

門

行

の

全

て

の

行

が

、

利

他

行

の

実

践

で

あ

り

、

慈

悲

を

行

ず

る

こ

と

で

あ

る

。

求

め

る

べ

き

「

往

生

浄

土

」

と

は

、

あ

く

ま

で

他

者

に

自

己

の

功

徳

を

回

向

し

て

い

く

、
「

往

生

浄

土

」
（

往

相

回

向

）

で

あ

る

。

そ

の

根

底

に

は

、
「

名

義

摂

対

」
（

名

と

義

）
の

論

理

が

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

り

、
「

五

念

門

行

」
も
「

十

念

」
も

、
こ

の
「

名

」
（

方

便

）
と
「

義

」

（

般

若

）

の

関

係

論

理

に

収

ま

っ

て

い

く

。

そ

の

意

味

で

い

え

ば

曇

鸞

は

、
「

讃

嘆

門

」

中

心

の

称

名

往

生

説

を

展

開

し

て

い

る

と

み

ら

れ

る

。

そ

し

て

曇

鸞

の

往

相

回

向

は

、

浄

土

教

に

お

け

る

伝

道

論

の

出

発

点

と

い

う

べ

き

も

の

で

あ

り

、

筆

者

は

、

こ

こ

に

、

曇

鸞

思

想

の

新

し

い

意

義

を

見

い

だ

し

て

い

る

。

次

に

第

三

節

で

は

、
曇

鸞

の

下

品

生
（

下

下

品

・

凡

夫

）
の

行

道

に

つ

い

て

論

じ

た

。
曇

鸞

は

願

生

者

を

分

類

し

、
「

願

生

の

生

」

を

無

生

と

認

識

す

る

者

を

上

品

、

実

の

生

（

実

体

的

生

）

と

誤

認

す

る

者

を

下

品

と

し

て

い

る

。
「

願

生

問

答

」

に

あ

る

よ

う

に

、

「

往

生

」

は

、

無

自

性

空

を

本

義

と

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

下

品

生

の

願

生

往

生

も

、

そ

の

本

質

は

、

無

自

性

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

曇

鸞

は

、
「

氷

上

燃

火

の

喩

」

や

「

八

番

問

答

」

に

示

さ

れ

る

よ

う

に

、

下

品

・

凡

夫

の

仏

道

は

、
「

願

生

の

生

」

を

「

実

の

生

」
と

誤

認

す

る

が

、
称

名

や

十

念

な

ど

の

往

因

行

に

よ

り

、
徐

々

に
「

無

生

」
へ

と

転

換

し

て

い

く

こ

と

を

明

か

し

て

い

る

。
「

実
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の

生

」

と

誤

認

す

る

下

品

の

者

は

、
「

願

生

の

生

」

を

、

実

の

生

か

ら

無

生

の

生

へ

と

転

換

し

て

い

く

こ

と

が

、

仏

道

実

践

（

利

他

教

化

・

慈

悲

）
に

求

め

ら

れ

て

い

る

。
し

か

し

そ

れ

が

で

き

な

け

れ

ば

、
正

法

を

誹

謗

し

な

い

こ

と

で

往

生

自

体

は

可

能

で

あ

る

が

、

「

生

」

を

実

体

視

し

、

罪

業

を

実

有

と

領

解

す

る

心

に

よ

り

、

命

終

に

得

生

す

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

続

い

て

第

四

節

で

は

、

曇

鸞

の

信

心

往

生

説

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

曇

鸞

は

、
「

信

心

」

に

つ

い

て

、

他

想

の

な

い

「

一

心

」
（

信

心

）

で

あ

る

と

し

、

そ

の

信

心

に

よ

っ

て

「

名

即

法

」
（

名

義

相

応

）

の

名

号

論

が

成

立

す

る

こ

と

を

明

か

し

て

い

る

。

そ

し

て

そ

の

「

信

心

」
（

一

心

）

は

、
「

如

来

」

を

「

実

相

身

・

為

物

身

」

と

領

解

す

る

⒝

①

「

智

慧

」

で

あ

る

と

も

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

願

生

者

に

と

っ

て

必

須

の

要

件

で

あ

る

「

菩

提

心

」

を

、
「

願

作

仏

心

」
・
「

度

衆

生

心

」

で

あ

る

と

示

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら

、
曇

鸞

に

と

っ

て
「

浄

土

願

生

」
の

信

心

と

は

、
一

切

衆

生

を

利

益

し

て

い

く
「

願

作

仏

心

・

度

衆

生

心

」
の
「

無

上

菩

提

心

」

に

他

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。
ま

た

曇

鸞

は

、
下

品

凡

夫

が
「

信

仏

因

縁

」
に

よ

っ

て

往

生

す

る

こ

と

を

説

く

だ

け

で

な

く

、
『

論

註

』

劈

頭

に

も

、
「

易

行

道

」

と

は

「

信

仏

因

縁

」

に

よ

っ

て

願

生

し

、

仏

願

力

に

よ

り

往

生

浄

土

・

住

不

退

転

に

至

る

こ

と

も

語

っ

て

い

る

。
こ

の
「

信

仏

因

縁

」
の

語

は

、
「

仏

の

因

縁

を

信

ず

る

」
こ

と

で

あ

り

、
「

さ

と

り

の

境

界

」
と

な

る

⒝

①
「

第

一

義

諦

」
（

略

、

、

・

智

慧

）

を

信

じ

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

し

て

「

易

行

道

」

と

は

、

阿

弥

陀

如

来

の

本

願

に

よ

り

、

自

利

利

他

円

満

の

大

乗

菩

薩

道

の

実

践

者

と

し

て

歩

む

べ

き

仏

道

で

あ

り

、

上

品

（

あ

る

い

は

菩

薩

）

の

五

念

門

往

生

に

せ

よ

、

下

品

（

凡

夫

）

の

十

念

・

称

名

往

生

に

せ

よ

、
「

往

生

浄

土

」
（

⒝

②

「

方

便

」

→

⒝

①

「

智

慧

」
）

そ

の

も

の

を

、
「

大

乗

菩

薩

道

」
（

⒝

②

「

方

便

」

→

⒝

①

「

智

慧

」

→

⒝

②

「

方

便

」
）

と

し

て

明

か

し

て

い

る

。

こ

の

曇

鸞

の

行

道

思

想

は

、

自

利

利

他

円

満

の

大

乗

菩

薩

道

の

実

践

を

示

す

も

の

で

あ

る

。
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最

後

に

第

五

節

で

は

、

曇

鸞

の

本

願

思

想

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

曇

鸞

は

、
「

他

力

」
（

本

願

力

）

に

乗

ず

べ

き

こ

と

を

聞

い

た

な

ら

ば

、
「

信

心

」
を

生

ず

る

べ

き

で

あ

る

と

し

、
そ

の
「

信

心

」
と

は

、
一

切

衆

生

を

利

益

し

て

い

く
「

願

作

仏

心

・

度

衆

生

心

」

の

こ

と

で

あ

る

。

ま

た

、

行

道

思

想

全

体

を

阿

弥

陀

如

来

の

本

願

力

に

縁

る

も

の

で

あ

る

と

し

、
「

三

願

的

証

」

を

示

し

て

い

る

。

信

心

に

せ

よ

、

行

道

に

せ

よ

、

利

他

教

化

（

方

便

回

向

）

の

実

践

で

あ

り

、

そ

れ

を

阿

弥

陀

仏

の

本

願

力

（

他

力

）

と

し

て

い

る

。

こ

の

構

造

か

ら

、

第

十

八

願

は

「

往

相

回

向

」
（

往

生

浄

土

）

の

願

で

あ

り

、

第

十

一

願

は

、
「

正

定

聚

」

の

願

、

第

二

十

二

願

は

「

還

相

回

向

」

の

願

を

意

味

す

る

と

考

え

ら

れ

る

。
『

論

註

』

劈

頭

の

「

易

行

道

」

開

顕

の

釈

に

も

み

ら

れ

る

よ

う

に

、
『

論

註

』

の

造

意

は

、

浄

土

教

に

お

け

る

「

大

乗

菩

薩

道

」

を

明

か

す

こ

と

で

あ

る

か

ら

、

曇

鸞

は

「

往

生

浄

土

」

の

み

に

留

ま

ら

ず

、
「

証

果

」

の

獲

得

、

さ

ら

に

は

、

そ

れ

に

基

づ

く

還

相

回

向

の

は

た

ら

き

に

至

る

ま

で

、

総

て

阿

弥

陀

如

来

の

本

願

力

の

内

に

語

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

以

上

の

こ

と

か

ら

、

曇

鸞

『

論

註

』

の

思

想

構

造

は

、

一

貫

し

た

も

の

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

そ

れ

ら

を

図

示

す

れ

ば

、

以

下

の

通

り

で

あ

る

。
『

論

註

』
「

名

義

摂

対

」

の

思

想

構

造

（

ⅰ

）
、

真

実

功

徳

相

の

構

造

（

ⅱ

）
、

往

相

回

向

の

構

造

（

ⅲ

）
、

還

相

回

向

の

構

造

（

ⅳ

）
、

第

十

八

願

の

構

造

（

ⅴ

）
、

第

二

十

二

願

の

構

造

（

ⅵ

）

を

、

そ

れ

ぞ

れ

図

に

示

す

こ

と

に

す

る

。
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⒜

真

実

（

名

教

の

外

）

⒝

方

便

（

名

教

の

内

）

（

言

説

な

ど

の

超

克

・

聖

な

る

領

域

）

（

言

説

・

観

念

・

俗

な

る

領

域

）

ⅰ

「

名

義

摂

対

」

の

思

想

構

造

（

慧

之

名

・

無

知

而

備

省

）

（

通

権

之

智

称

・

省

機

之

智

）

、

、

⒜

慧

⒝

①

智

慧

⒝

②

方

便

（

智

）

般

若

（

大

悲

）

（

小

悲

・

中

悲

）

如

（

達

如

慧

・

無

知

）

権

（

備

応

而

無

知

）

ⅱ

真

実

功

徳

相

の

構

造

相

・

観

念

化

⒜

般

若

・

真

実

⒝

①

智

慧

（

大

悲

）

⒝

②

方

便

（

小

悲

・

中

悲

）

法

性

・

真

実

真

実

功

徳

不

実

功

徳

相

・

観

念

の

超

克

「

真

実

の

功

徳

相

」
（

二

諦

）

衆
生
摂
取

入
畢
竟
浄
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ⅲ

往

相

回

向

の

思

想

構

造

〝

七

地

の

う

ち

に

大

寂

滅

″

（

仏

道

を

捨

て

る

・

二

乗

）

α

①

言

説

化

証

未

証

⒜

慧

・

般

若

⒝

①

上

地

菩

薩

・

平

等

法

身

⒝

②

未

証

浄

心

の

菩

薩

寂

滅

平

等

浄

心

菩

薩

・

八

地

以

上

初

地

以

上

七

地

以

還

β

①

言

説

の

超

克

大

悲

（

仏

道

の

正

因

）

α

②

往

相

回

向

小

悲

・

中

悲

（

十

念

・

五

念

門

行

）

ⅳ

還

相

回

向

の

思

想

構

造

α

①

言

説

化

証

未

証

⒜

慧

・

般

若

⒝

①

上

地

菩

薩

・

平

等

法

身

β

②

還

相

回

向

⒝

②

未

証

浄

心

の

菩

薩

寂

滅

平

等

浄

心

菩

薩

・

八

地

以

上

初

地

以

上

七

地

以

還

β

①

言

説

の

超

克

大

悲

（

仏

道

の

正

因

）

（

五

念

門

行

）

小

悲

・

中

悲
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ⅴ

第

十

八

願

の

構

造

〝

七

地

の

う

ち

に

大

寂

滅

″

（

仏

道

を

捨

て

る

・

二

乗

）

α

①

言

説

化

証

（

不

退

転

）
・

略

未

証

・

広

⒜

慧

・

般

若

⒝

①

浄

心

菩

薩

⒝

②

未

証

浄

心

の

菩

薩

寂

滅

平

等

大

悲

（

仏

道

の

正

因

）

小

悲

・

中

悲

β

①

言

説

の

超

克

第

十

一

願

α

②

往

相

回

向

（

往

生

浄

土

）

第

十

八

願

ⅵ

第

二

十

二

願

の

構

造α

①

言

説

化

証

（

不

退

転

）
・

略

未

証

・

広

⒜

慧

・

般

若

⒝

①

浄

心

菩

薩

⒝

②

未

証

浄

心

の

菩

薩

寂

滅

平

等

大

悲

（

仏

道

の

正

因

）

β

②

還

相

回

向

小

悲

・

中

悲

β

①

言

説

の

超

克

第

十

一

願

第

二

十

二

願

非

即

非

非

・

百

非

の

喩

無

因

と

他

因

の

有

の

否

定

阿

弥

陀

如

来

の

本

願

（

願

心

荘

厳

）
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右

の

図

か

ら

も

、
『

論

註

』

の

思

想

構

造

は

、
「

名

義

摂

対

」

の

論

理

を

基

底

と

し

て

、

一

貫

性

の

あ

る

論

理

が

構

築

さ

れ

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

僧

肇

の

般

若

学

に

基

づ

く

「

名

義

摂

対

」

の

思

想

構

造

は

、
『

論

註

』

全

体

に

通

底

す

る

も

の

な

の

で

あ

る

。

結

論

以

上

を

踏

ま

え

て

、

以

下

に

『

往

生

論

註

』

の

思

想

構

造

が

い

か

に

し

て

構

築

さ

れ

て

い

る

の

か

を

示

し

た

い

。

北

朝

の

曇

鸞

は

、
世

親

の
『

浄

土

論

』
を

註

釈

し

た
『

往

生

論

註

』
に

お

い

て

、
極

め

て

特

徴

的

な

解

釈

を

し

て

い

る

。
そ

れ

は

、

「

名

義

摂

対

」

の

「

智

」

と

「

慧

」

の

分

釈

、
「

真

実

智

慧

・

無

為

法

身

」

の

解

釈

、
「

第

一

義

諦

」

の

解

釈

、
「

依

法

性

順

二

諦

」

の

説

示

、

二

種

の

「

真

実

功

徳

相

」

の

説

示

な

ど

に

見

出

せ

る

。

し

か

し

、

従

来

の

研

究

は

、

こ

れ

ら

の

説

示

や

註

釈

の

意

図

に

つ

い

て

明

ら

か

に

し

て

い

な

い

。

そ

の

理

由

は

、

こ

れ

ま

で

の

先

行

研

究

が

、
『

論

註

』

の

思

想

構

造

を

、

約

理

の

二

諦

に

よ

っ

て

理

解

し

、

概

念

関

係

を

二

種

に

配

当

し

て

解

釈

し

よ

う

と

し

た

こ

と

に

よ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ゆ

え

に

曇

鸞

の

特

徴

あ

る

註

釈

の

意

図

を

明

ら

か

に

で

き

て

い

な

い

。

曇

鸞

の

解

釈

の

特

徴

に

注

目

す

る

な

ら

ば

、
『

論

註

』

の

思

想

構

造

は

、

約

理

の

二

諦

で

は

な

く

、

「

約

教

の

二

諦

」
（

方

便

施

設

に

お

け

る

二

諦

）

に

基

づ

い

て

理

解

す

べ

き

で

あ

り

、

概

念

関

係

を

三

種

に

配

当

す

る

構

造

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

か

か

る

立

場

に

立

つ

こ

と

に

よ

っ

て

、

曇

鸞

の

特

徴

あ

る

註

釈

の

意

味

が

明

確

に

な

る

。

そ

し

て

こ

の

『

論

註

』
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の

思

想

構

造

の

背

景

に

は

、

曇

鸞

が

研

鑽

し

た

「

四

論

仏

性

」
、

す

な

わ

ち

龍

樹

『

中

論

』
・
『

十

二

門

論

』
・
『

大

智

度

論

』
・

提

婆

『

百

論

』

の

「

四

論

」

と

『

涅

槃

経

』

に

説

示

さ

れ

る

「

約

教

の

二

諦

」

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

そ

れ

ら

の

み

で

は

な

い

。

北

朝

仏

教

は

、

羅

什

な

ら

び

に

そ

の

門

弟

、

特

に

僧

肇

を

指

導

的

立

場

と

し

て

、

仏

教

を

研

鑽

す

べ

き

で

あ

る

と

い

う

思

潮

が

あ

り

、

曇

鸞

自

身

も

羅

什

・

僧

肇

を

媒

介

と

し

て

龍

樹

の

中

観

哲

学

を

学

ん

で

い

る

。

そ

し

て

こ

の

羅

什

あ

る

い

は

羅

什

門

下

の

曇

叡

、

さ

ら

に

は

僧

肇

に

お

い

て

も

、
「

約

教

の

二

諦

」

が

語

ら

れ

て

い

る

。

つ

ま

り

曇

鸞

思

想

の

背

景

全

て

が

、
「

約

教

の

二

諦

」

を

示

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

し

か

も

僧

肇

に

至

っ

て

は

、

自

ら

の

二

諦

説

の

立

場

か

ら

浄

土

思

想

を

構

築

し

て

い

る

。

曇

鸞

は

、

こ

の

僧

肇

の

立

場

を

、

自

ら

の

思

想

構

築

の

原

点

と

し

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

ゆ

え

に

曇

鸞

は

、

北

朝

仏

教

の

思

潮

に

よ

り

、

自

ら

も

「

約

教

の

二

諦

の

立

場

」

に

立

ち

、

そ

れ

に

基

づ

い

て

浄

土

思

想

を

形

成

し

た

の

で

あ

る

。

そ

の

よ

う

に

考

え

る

な

ら

ば

、

曇

鸞

の

思

想

構

造

は

、

三

種

の

概

念

関

係

に

よ

っ

て

理

解

す

べ

き

で

あ

る

。

そ

し

て

僧

肇

か

ら

曇

鸞

へ

の

思

想

構

造

の

展

開

は

、

次

の

よ

う

に

示

す

こ

と

が

で

き

る

。

僧

肇

思

想

曇

鸞

思

想

⒜

第

一

真

諦

（

無

言

・

真

理

・

非

有

非

無

）

→

般

若

（

慧

）

⒝

①

名

教

の

真

諦

（

非

有

）

→

智

慧

（

第

一

義

諦

・

大

悲

）

⒝

②

名

教

の

俗

諦

（

非

無

）

→

方

便

（

智

・

中

悲

・

小

悲

）

こ

の

三

種

配

当

説

に

よ

っ

て

、

先

に

示

し

た

「

名

義

摂

対

」

の

「

智

」

と

「

慧

」
、
「

真

実

智

慧

・

無

為

法

身

」
、
「

第

一

義

諦

」

な

ど

の

解

釈

や

説

示

が

、
一

貫

性

を

持

つ

も

の

で

あ

り

、
明

確

な

意

図

を

持

っ

て

註

釈

し

た

も

の

で

あ

る

と

い

え

る

。
つ

ま

り

曇

鸞

は

、
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自

身

の

学

系

の

立

場

か

ら

『

論

』

を

註

釈

し

た

の

で

あ

っ

て

、

北

朝

の

曇

鸞

に

と

っ

て

は

決

し

て

不

自

然

な

解

釈

で

は

な

い

と

い

え

よ

う

。

こ

の

特

徴

的

な

解

釈

の

中

で

も

、
特

に

、
菩

薩

の

法

を

明

ら

か

に

し

た
『

論

註

』
「

巻

下

・

名

義

摂

対

」
に

み

ら

れ

る
「

智

・

慧

」

の

解

釈

は

、

非

常

に

重

要

な

も

の

で

あ

る

。

世

親

の

『

論

』

に

お

い

て

、
「

智

慧

」

は

「

般

若

」

に

も

「

方

便

」

に

も

理

解

で

き

る

不

明

確

な

概

念

で

あ

っ

た

が

、

曇

鸞

は

「

智

慧

」

を

「

智

」

と

「

慧

」

に

分

釈

し

て

、
「

智

慧

の

智

」

を

「

方

便

」
、
「

智

慧

の

慧

」

を

「

般

若

」

と

す

る

こ

と

で

、
「

方

便

」

に

も

「

般

若

」

に

も

配

当

で

き

な

い

、
『

論

』

と

異

な

る

新

た

な

「

智

慧

」

の

概

念

を

生

み

だ

し

、

僧

肇

に

い

う

⒝

①

「

名

教

の

真

諦

」

と

対

応

し

て

示

し

て

い

く

。

こ

れ

に

よ

り

曇

鸞

は

、
『

論

』

所

説

の

「

智

慧

」

の

概

念

を

、
自

ら

の

学

系

の

上

に

位

置

付

け

て

い

く

。
そ

し

て

⒝

①
「

智

慧

」
と

⒝

②

「

方

便

」
の

構

造

を

も

っ

て

、
曇

鸞

は

、
『

論

註

』

全

体

の

菩

薩

思

想

を

構

築

し

て

い

く

。

そ

の

例

が

、

先

に

挙

げ

た

解

釈

や

説

示

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

つ

ま

り

曇

鸞

は

、

約

教

（

方

便

施

設

）
に

お

い

て

、
二

諦

の

相

即

（

⒝

①

智

慧

と

⒝

②

方

便

）
を

語

り

、
そ

れ

を

超

克

す

る

⒜

「

般

若

」
（

真

実

）
を

説

示

す

る

。

『

論

註

』

の

「

非

即

非

非

」
・
「

百

非

の

喩

」

な

ど

は

、
「

言

教

」

を

超

克

す

る

「

真

実

」

を

明

か

す

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

な

曇

鸞

思

想

の

構

築

を

、

イ

ン

ド

・

チ

ベ

ッ

ト

仏

教

に

も

求

め

て

い

く

な

ら

ば

、

そ

れ

は

ツ

ォ

ン

カ

パ

を

除

く

イ

ン

ド

・

チ

ベ

ッ

ト

仏

教

の

中

観

派

の

主

流

が

「

有

に

あ

ら

ず

、

無

に

あ

ら

ず

」

の

「

離

辺

中

観

説

」

を

説

示

し

て

い

る

こ

と

に

行

き

着

く

で

あ

ろ

う

。
か

か

る

中

観

思

想

の

展

開

と

同

様

に

し

て

、
羅

什

も
『

中

論

』
に

よ

り
「

非

有

非

無

」
の
「

離

辺

中

観

説

」
を

明

か

し

、

僧

肇

も

ま

た

、
「

非

有

非

無

」

の

⒜

「

第

一

真

諦

」

を

示

し

て

い

る

。

曇

鸞

も

そ

の

潮

流

を

受

け

て

、
「

非

即

非

非

」
「

百

非

の

喩

」

に

よ

っ

て

、

あ

ら

ゆ

る

観

念

・

言

教

を

超

克

す

る

「

非

有

非

無

」

の

中

観

思

想

を

展

開

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

そ

の

よ

う

に

理

解

す
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る

な

ら

ば

、

曇

鸞

は

、

浄

土

教

思

想

史

上

だ

け

で

な

く

、

中

国

の

般

若

思

想

史

上

に

も

位

置

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

さ

し

く

曇

鸞

は

、

北

朝

の

「

四

論

」

の

学

匠

で

あ

る

と

い

え

る

の

で

あ

る

。

し

か

し

曇

鸞

思

想

は

、
般

若

思

想

の

み

に

留

ま

る

も

の

で

は

な

い

。
曇

鸞

は

僧

肇

思

想

の

影

響

下

で

、
「

名

号

論

」
を

展

開

す

る

。

つ

ま

り

僧

肇

の

『

不

真

空

論

』
説

示

の

「

名

」
と

「

物

」
の

関

係

論

理

に

対

応

す

る

形

で

、
曇

鸞

は

、
「

名

」
と

「

義

」
の

相

応

（

摂

・

即

）

と

不

相

応

（

対

・

異

）

の

名

号

論

を

明

か

し

て

い

く

。

そ

し

て

こ

の

名

号

思

想

を

、
『

論

註

』

全

体

に

展

開

し

て

い

く

こ

と

に

よ

っ

て

、
『

論

』

所

説

の

五

念

門

行

や

『

無

量

寿

経

』
『

観

無

量

寿

経

』

の

十

念

な

ど

の

往

因

行

を

、

こ

の

「

名

号

」
（

方

便

・

慈

悲

）
の

論

理

の

内

に

収

め

て

い

く

。
さ

ら

に

曇

鸞

は

、
「

浄

土

」
や
「

往

因

行

」
の

根

本

を

、
「

大

悲

」
で

あ

る

と

す

る

こ

と

で

、
「

利

他

教

化

」

の

行

道

思

想

を

説

示

し

、
「

行

道

」

そ

の

も

の

を

「

方

便

」
（

回

向

）

の

内

に

明

か

し

て

い

く

の

で

あ

る

。

そ

れ

ゆ

え

に

、

曇

鸞

は

「

五

念

門

行

」

の

一

々

の

「

門

」

に

自

利

利

他

の

意

味

を

付

し

て

解

釈

し

、

ま

た

「

往

生

浄

土

」

に

お

い

て

も

「

回

向

」

が

必

須

の

条

件

で

あ

る

と

し

て

い

る

。

さ

ら

に

曇

鸞

は

、

願

生

者

に

対

し

て

「

無

生

の

生

」

の

真

実

を

知

り

、

利

他

行

（

慈

悲

）

の

実

践

を

往

生

浄

土

に

必

要

な

要

件

と

し

て

い

る

。

ゆ

え

に

曇

鸞

に

お

い

て

、
「

無

生

の

生

」

を

知

り

、

⒝

①

「

大

悲

」

を

行

ず

る

者

が

真

の

願

生

者

な

の

で

あ

る

。

下

品

凡

夫

の

者

も

、

願

生

・

信

心

・

称

名

・

十

念

・

聞

名

な

ど

に

よ

っ

て

、

こ

の

真

の

願

生

者

に

な

る

必

要

が

あ

り

、

行

道

は

そ

の

た

め

の

も

の

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

し

か

し

い

つ

ま

で

も

真

の

願

生

者

と

な

り

え

な

い

愚

か

な

下

品

凡

夫

は

、
「

生

」

を

実

体

視

し

て

い

く

の

で

、

実

有

的

往

生

し

か

望

め

な

い

こ

と

に

な

り

、

命

終

に

よ

る

往

生

を

待

た

ね

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

「

有

執

」

の

願

生

者

の

願

生

往

生

と

、

そ

の

「

有

執

」

か

ら

離

れ

て

、
「

無

生

の

生

」

を

知

り

大

悲

を

行

ず

る

真

の

願

生

者

に

よ

る

願

生

往

生

は

、

両

者

と

も
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に

、

全

て

阿

弥

陀

仏

の

本

願

力

（

他

力

）

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

そ

し

て

こ

れ

ら

の

願

生

往

生

の

道

を

、
「

易

行

道

」

で

あ

る

と

も

す

る

の

で

あ

る

。

ゆ

え

に

曇

鸞

に

お

い

て

、
「

易

行

道

」

と

は

、

阿

弥

陀

仏

の

本

願

に

よ

り

「

大

悲

」

を

行

じ

て

い

く

「

利

他

教

化

の

実

践

道

」
（

真

の

願

生

者

へ

の

道

）

を

意

味

す

る

。

す

な

わ

ち

そ

れ

は

、
「

大

乗

菩

薩

道

」
（

大

悲

）

の

実

践

を

意

味

す

る

も

の

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。

要

す

る

に

、
曇

鸞

は
『

往

生

論

註

』
に

お

い

て

、
世

親

の
『

浄

土

論

』
を

、
北

朝

仏

教

の

中

観

の

立

場

に

基

づ

い

て

註

釈

し

、
「

往

生

浄

土

」

が

「

大

乗

菩

薩

道

」

そ

の

も

の

で

あ

る

こ

と

を

明

か

し

た

の

で

あ

る

。

こ

の

曇

鸞

の

「

往

生

浄

土

」

の

思

想

は

、

自

己

の

功

徳

を

他

者

へ

と

回

向

す

る

「

往

相

回

向

の

行

」

が

常

に

求

め

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

浄

土

教

に

お

け

る

「

実

践

・

伝

道

」

の

論

理

と

も

い

え

る

の

で

あ

る

。

こ

の

曇

鸞

思

想

は

、

中

国

仏

教

に

お

け

る

般

若

思

想

（

空

）

と

浄

土

思

想

（

有

）

の

両

者

を

見

事

に

融

合

さ

せ

て

い

る

。

そ

の

意

味

で

い

う

な

ら

ば

、

ま

さ

に

『

往

生

論

註

』

は

、
「

空

有

の

論

書

」

で

あ

る

と

い

え

よ

う

。


